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このドキュメントの使用法

このガイドでは、Oracle SunサーバーとOracle Sunブレードシャーシシステムをリ
モート管理できるように、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ファーム
ウェアを起動および実行する方法について説明します。このガイドではOracle ILOM
をはじめて使用するときに必要な詳細情報のみを提供しているため、より掘り下げ
た情報については、「関連情報」セクションに記載されているその他のガイドを参
照してください。

このガイドは、Oracle ILOM 3.1ドキュメントライブラリのその他のガイドと一緒に
使用してください。このガイドは、技術者、システム管理者、Oracle認定サービス
プロバイダ、およびシステムハードウェアの管理経験があるユーザーを対象として
います。

■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「ドキュメントのフィードバック」
■ 6ページの「製品のダウンロード」
■ 7ページの「Oracle ILOM 3.1ファームウェアのバージョン番号方式」
■ 8ページの「サポートとアクセシビリティー」

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1
ドキュメントライブラリ

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom31

システム管理、単一システム管理 (SSM)のセ
キュリティー、および診断のドキュメント

www.oracle.com/technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html

Oracle HardwareManagement Pack 2.2 http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

注意:使用している Sunサーバープラットフォームに固有のOracle ILOM 3.1のドキュメントについ
ては、サーバーに提供されている管理ガイドのOracle ILOMのセクションを参照してください。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

製品のダウンロード
各 Sunサーバーまたは SunブレードシャーシシステムのOracle ILOM 3.1ファーム
ウェアの更新は、My Oracle Support (MOS) Webサイトからダウンロードできるスタ
ンドアロンのソフトウェア更新プログラムによって入手できます。このようなソフ
トウェア更新プログラムをMOS Webサイトからダウンロードするには、次の手順を
参照してください。

▼ 製品のソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「検索」タブの上部にある「パッチ検索」パネルで、「製品またはファミリ(拡張検
索)」を選択します。

「対象製品」リストボックスで、製品名の全体または一部を入力し、一致する製品
のリストがリストボックスに表示されたら該当する製品名を選択します。

製品名の例: Sun Fire X4470 M2 Serverまたは Sun Enterprise SPARC T5120。

「リリース」リストボックスで

a. 「リリース」リストボックスの下向き矢印をクリックして、一致する製品の
フォルダのリストを表示します。

1つまたは複数の製品フォルダのアイコンのリストが表示されます。

b. 製品フォルダのアイコンの横にある三角形 (>)をクリックして、ソフトウェアリ
リースのリストを表示します。

c. 目的のソフトウェアリリースを選択します。
例: X4470 M2 SW 1.4 または Sun SPARC Enterprise T5120。

1
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「検索」をクリックします。

「パッチ検索結果」画面が表示され、パッチ名のリストと説明が示されます。

「パッチ検索結果」画面で、目的のパッチ名を選択します。

例: X4470 M2 Server SW 1.4.ILOM and BIOS (Patch) または Firmware SPARC Enterprise

T5120 Sun System Firmware 7.1.3.2。

パッチ名の選択で、次のいずれかのアクションをクリックします:

■ README –選択したパッチのReadmeファイルを開きます。

■ 計画に追加 -選択したパッチを新しい計画または既存の計画に追加します。

■ ダウンロード –選択したパッチをダウンロードします。

■ コピー –選択したパッチの詳細をメモリーにコピーします。

Oracle ILOM 3.1ファームウェアのバージョン番号方式
Oracle ILOM 3.1では、使用しているサーバーまたはシャーシ監視モジュール (CMM)
で実行しているファームウェアバージョンを識別しやすいファームウェア
バージョンの番号方式を使用しています。この番号方式では、5つのフィールドがあ
る文字列を使用しています。たとえば、a.b.c.d.eとなり、ここでは:

■ a - Oracle ILOMのメジャーバージョンを示します。
■ b - Oracle ILOMのマイナーバージョンを示します。
■ c - Oracle ILOMの更新バージョンを示します。
■ d - Oracle ILOMのマイクロバージョンを示します。マイクロバージョンは、プ
ラットフォームまたはプラットフォームのグループ単位で管理されます。詳細
は、使用しているプラットフォームのプロダクトノートを参照してください。

■ e - Oracle ILOMのナノバージョンを示します。ナノバージョンは、マイクロ
バージョンの増分反復です。

たとえば、Oracle ILOM 3.1.2.1.aの意味は、次のとおりです:

■ Oracle ILOM 3はメジャーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1はマイナーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2は 2つ目の更新バージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1はマイクロバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1.aは 3.1.2.1のナノバージョンです

7
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ヒント –使用している SunサーバーまたはCMMにインストールされているOracle
ILOMファームウェアバージョンを確認するには、Webインタフェースで「System
Information」 >「Firmware」の順にクリックするか、コマンド行インタフェースで
versionと入力します。

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子
的なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシリビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Oracle ILOM 3.1 -クイックスタート

説明 リンク

出荷時のデフォルト
■ 10ページの「出荷時のデフォルト設定」

必須のセットアップ ■ 12ページの「Oracle ILOMに接続する」
■ 13ページの「Oracle ILOMにログインする」
■ 14ページの「Oracle ILOMに新しいユーザーを追加する」

オプションのセット
アップ

■ 18ページの「管理対象デバイスの識別ラベルを設定する」
■ 19ページの「デフォルトのネットワーク接続設定を変更する」
■ 22ページの「リモートKVMSを使用してソフトウェアをインス
トールする」

日常的な管理 ■ 24ページの「システムステータスをチェックして未解決の問題を
表示する」

■ 25ページの「障害メッセージを手動でクリアする」
■ 28ページの「イベントを管理しログエントリを監査する」
■ 30ページの「管理対象デバイスの消費電力メトリックを表示す
る」

■ 32ページの「管理対象デバイスの電力割り当てを表示する」
■ 34ページの「Sun SPARCの電力管理ポリシーを設定する」
■ 35ページの「消費電力の統計と履歴を表示する」
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説明 リンク

通常の保守 ■ 37ページの「管理対象デバイスのシステム情報を収集する」
■ 37ページの「「Locator」LEDを使用して管理対象デバイスを探
す」

■ 39ページの「管理対象デバイスの電源状態を変更する」
■ 40ページの「管理対象デバイスのOracle ILOMをリセットする」
■ 41ページの「管理対象デバイスのファームウェアを更新する」
■ 43ページの「リモートシリアルコンソールからホストOSにログイ
ンする」

FAQ ■ 44ページの「初期設定の FAQ」

出荷時のデフォルト設定

プロパティー デフォルト値 参照先

Alert notifications SMTPクライアント:有効

警告: 15の構成可能な警告

消費電力通知:無効

『構成および保守』の「警告通知の構
成」

Connectivity: DNS Auto DNS via DHCP有効 『構成および保守』の「デフォルトの接
続構成プロパティーの変更」

Connectivity: Network IPv4: DHCP有効、DHCP Client ID:なし

IPv6:ステートレス自動構成有効

『構成および保守』の「デフォルトの接
続構成プロパティーの変更」

Connectivity: Serial Port Owner: SP

Baud rate: 9600ボー

Flow control:なし

『構成および保守』の「デフォルトの接
続構成プロパティーの変更」

Date and Time タイムゾーン: GMT

NTPサーバー:無効

クロック:未初期化

『構成および保守』の「SPまたはCMM
クロックのプロパティーの設定」

出荷時のデフォルト設定
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プロパティー デフォルト値 参照先

Management Access Secure Shellサーバー:有効

WebおよびCLIセッション: 15分でタイムアウ
ト

Web HTTPポート: 80

Web HTTPSサーバー:有効、ポート 443

Webサーバー: SSLv3、TLSv1

SSL証明書:デフォルト証明書が提供される

WS-MAN状態:有効、ポート 8889

IPMI状態:有効

SNMP状態: SNMPv3有効、ポート 161

バナー状態:無効

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプ
ロトコル管理』の「SNMPの概要」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプ
ロトコル管理』の「IPMIを使用した
サーバー管理」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプ
ロトコル管理』の「WS-Management
とCIMを使用したサーバー管理」

管理ステーション上の
Storage Redirection CLIソ
ケットポート

ポート: 2121 『構成および保守』の「リモートKVMS
コンソールを使用したホストサーバーの
リダイレクション」

ユーザー資格:ローカル ルートアカウントログイン: root

ルートアカウントパスワード: changemeローカ
ルアカウント: 10の構成可能なアカウント

SSH鍵状態:有効

■ 『構成および保守』の「ユーザーア
カウントの設定および管理」

■ 14ページの「Oracle ILOMに新しい
ユーザーを追加する」

ユーザー資格:リモート LDAP状態:無効

LDAP/SSL状態:無効

RADIUS状態:無効

Active Directory状態:無効

『構成および保守』の「ユーザーアカウ
ントの設定および管理」

必須のセットアップタスク
■ 12ページの「Oracle ILOMに接続する」
■ 13ページの「Oracle ILOMにログインする」
■ 14ページの「Oracle ILOMに新しいユーザーを追加する」

必須のセットアップタスク
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注 –このセクションの手順では、Oracle ILOMにアクセスするために必要な必須の
セットアップタスクの概要について説明します。これらのタスクの実行に詳細な
説明が必要な場合、「関連情報」セクションに記載されているガイドを参照して
ください。

▼ Oracle ILOMに接続する
次のいずれかの手順を実行して、Oracle ILOMへの物理的管理接続を確立します:

■ ローカルシリアル管理接続 -手順 1
■ ネットワーク管理接続 -手順 2

ローカルシリアル管理接続の手順

a. コンソール (ワークステーションまたは端末)とサーバーまたは Sunブレード
シャーシ監視モジュール (CMM)の SER MGTポート間をシリアルケーブルで接続し
ます。

この物理的接続でサービスプロセッサ (SP)との最初の通信が行われます。端末デ
バイス通信プロパティーを、9600ボー、8ビット、パリティなし、1ストップ
ビットに設定する必要があります。

注 – DTEからDTEの通信で送受信の信号が逆方向になる (転向する)場合、nullモ
デム構成が必要になります。システムに付属するアダプタケーブルを使用し
て、nullモデム構成を実現します。

b. 端末デバイスとOracle ILOM SPまたはCMMの間に接続を作成するには、端末デバ
イスの Enterを押します。

ネットワーク管理接続の手順

a. ネットワークスイッチとサーバーまたはCMMのNET MGTポートを Ethernetケーブ
ルで接続します。

Oracle ILOMは、ネットワーク上の IPv4 DHCPサーバーおよび IPv6ルーターの両
方から、Sunサーバー SPまたはCMMのネットワークアドレスを自動的に学習し
ます。これらのネットワーク設定を変更する必要がある場合は、19ページ
の「デフォルトのネットワーク接続設定を変更する」を参照してください。

b. サーバー SPまたはCMMに割り当てられている IPアドレスを判定します。
割り当てられている IPアドレスを判定するには、ILOM SPまたはCMMへの
ローカルシリアル管理 (SER MGT)接続を確立し、ILOMにログインしてか

1

2
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ら、showコマンドを使用して /networkおよび /networkipv6ターゲットの下の
ネットワークプロパティーを表示します。

また、ネットワーク上のDHCPサーバーから IPアドレスを判定することもできま
す。

関連情報
■ 44ページの「初期設定の FAQ」
■ 13ページの「Oracle ILOMにログインする」
■ 19ページの「デフォルトのネットワーク接続設定を変更する」
■ 『構成および保守』の「Oracle ILOMへの管理接続の設定とログイン」
■ Sunサーバー向け設置ガイド、ケーブルを接続して電源を投入する
■ Sunサーバー向け管理ガイド、x86 BIOS設定を構成する

▼ Oracle ILOMにログインする
Oracle ILOMにログインするには、Oracle ILOMに確立された物理的管理接続に基づ
いて次の手順のいずれかを実行します:
■ ローカルシリアル管理接続 -手順 1
■ Webブラウザベースネットワーク管理接続 -手順 2
■ コマンド行 SSHネットワーク管理接続 -手順 3

注 –次の手順は、最初に ILOMにログインするときに rootアカウントを使用すること
を前提としています。このアカウントでは、Oracle ILOMのすべての機能またはコマ
ンド用に管理権限 (読み取りおよび書き込み)が組み込まれています。管理対象デバ
イスへの承認されていないアクセスを防止するために、各サービスプロセッサ (SP)
またはシャーシ監視モジュール (CMM)で rootアカウントパスワード (changeme)を変
更することをお勧めします。

ローカルシリアル管理接続 -ログイン手順

■ Oracle ILOMログインプロンプト (->)で、アカウントに root、パスワードに
changemeを入力します。

Webブラウザベースネットワーク管理接続 -ログイン手順

a. Webブラウザに http://ILOM_SP_or_CMM_ipaddressと入力し、Enterを押します。
Oracle ILOMログインダイアログが表示されます。

b. アカウントに root、パスワードに changemeを使用してOracle ILOM Webインタ
フェースにログインします。
Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。

参考

1
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コマンド行 SSHネットワーク管理接続 -ログイン手順

a. Oracle ILOM CLIへの SSHセッションを確立するには、端末ウィンドウを開きます。

b. デフォルト rootアカウントを使用してOracle ILOMにログインするには、次のよう
に入力します:

$ ssh root@ILOM_SP_or_CMM_ipaddress

Oracle ILOMから rootパスワードを求められます。

c. パスワードプロンプトで changemeと入力します。

Oracle ILOM CLIプロンプト (->)が表示されます。

関連情報
■ 12ページの「Oracle ILOMに接続する」
■ 14ページの「Oracle ILOMに新しいユーザーを追加する」
■ 『構成および保守』の「Oracle ILOMサーバー SPまたはCMMへのログイン」

▼ Oracle ILOMに新しいユーザーを追加する
始める前に

■ Oracle ILOMでは最大 10のローカルユーザーアカウントを作成できます。
Active Directory、LDAP、またはRADIUS用にOracle ILOMを構成する手順につい
ては、この手順のあとの「関連情報」セクションを参照してください。

■ サーバー SPまたはCMMのユーザーアカウントの管理には、CLI、Webインタ
フェース、SNMPインタフェース、または IPMIインタフェースを使用できま
す。次の手順では、WebインタフェースとCLIを使用してこのタスクを実行する
方法を説明しています。SNMPまたは IPMIインタフェースを使用してこのタスク
を実行する手順については、これらの手順のあとの「関連情報」セクションを参
照してください。

■ 次の手順は、rootユーザーとしてOracle ILOMにログインしていることを前提と
しています。rootユーザーのログイン手順については、13ページの「Oracle ILOM
にログインする」を参照してください。

新しいローカルユーザーアカウントをOracle ILOMに追加するには、次の手順のいず
れかを実行します:

■ 新しいローカルユーザーアカウントの追加 - Webによる手順 1
■ 新しいローカルユーザーアカウントの追加 - CLIによる手順 2

3
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新しいローカルユーザーアカウントの追加 - Webによる手順

a. Oracle ILOMのWebインタフェースで、「ILOM Administration」>「User
Management」>「User Accounts」をクリックします。

b. 「Users」テーブルで「Add」をクリックします。
「Add User」ダイアログボックスが表示されます。

c. ユーザーアカウントの名前と新しいパスワードを指定し、ユーザー役割プロ
ファイルを選択します。
Oracle ILOMでは、WebインタフェースでAdministrator、Operator、または
Advancedという 3つのユーザー役割プロファイルからいずれかを選択できま
す。各ユーザー役割プロファイルについては、例 1を参照してください。

d. 新しいユーザーアカウントプロパティーを追加するには、「Save」をクリックし
ます。

新しいローカルユーザーアカウントの追加 - CLIによる手順

a. Oracle ILOM CLIプロンプトで、次のいずれかを入力します:
—> create /SP/users/username password=password

—> create /CMM/users/username password=password

例:

-> create /SP/users/user5

Creating

user...

Enter

new password: ********

Enter

new password again: ********

Created

/SP/users/user5

b. ユーザーアカウントに役割を割り当てるには、次のいずれかを入力します:
—> set /SP/users/username role=aucr

—> set /CMM/users/username role=aucr

例:

1

2
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サーバー SPの user5にすべての読み取りおよび書き込み権限を与えるには、次の
ように入力します:

-> set /SP/users/user5 role=aucro

Set

’role’ to ’aucro’

注 – aucroは、Administrator (管理者)プロファイルの設定と同等です。

Oracle ILOMでサポートされるユーザー役割と権限の詳細は、次の表を参照して
ください。

Oracle ILOMユーザーのプロファイルと役割の説明

割り当て可能なプロファイルと役割 付与される権限

Administrator

(管理者)

Administratorプロファイルは次の定義済みユーザー役割の権限を付与します:
■ Admin (a)
■ User Management (u)
■ Console (c)
■ Reset and Host Control (r)
■ Read-Only (o)

Operator

(オペレータ)

Operatorプロファイルは次の定義済みユーザー役割の権限を付与します:
■ Console (c)
■ Reset and Host Control (r)
■ Read-Only (o)

Advanced Roles

(a|u|c|r|o|s)

Advanced RolesプロファイルはWebインタフェースからのみ構成できます。こ
のプロファイルを使用して、次の定義済みユーザー役割のいずれかの権限を付
与します:
■ Admin (a)
■ User Management (u)
■ Console (c)
■ Reset and Host Control (r)
■ Services (r)
■ Read-Only (o)

admin (a) Admin (a)役割は (有効のとき)、すべてのOracle ILOMシステム管理機能への読
み取りおよび書き込み権限を付与しますが、Admin (a)役割にこれらの
ユーザー役割を追加で有効にする必要がある機能は例外です: User Management
(u)、Reset and Host Control (r)、Console (c)、および Services (s)。

user (u) User Management (u)役割は (有効のとき)、すべてのOracle ILOMユーザー管理認
証機能への読み取りおよび書き込み権限が付与されます。

例1
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割り当て可能なプロファイルと役割 付与される権限

console (c) Console (c)役割は (有効のとき)、これらのリモートコンソール管理機能を実行す
るための読み取りおよび書き込み権限を付与します:リモートコンソールの
ロックオプション、SPコンソール履歴ログオプション、Oracle ILOMリモート
コンソールの起動と使用、Oracle ILOM Storage Redirection CLIの起動と使用。

reset and host control (r) Reset and Host Control (r)役割は (有効のとき)、これらのホスト管理機能を実行す
るための読み取りおよび書き込み権限を付与します:ブートデバイス制御のホス
ト、診断ユーティリティーの実行と構成、SPのリセット、CMMのリ
セット、サブコンポーネントサービス処理、障害管理処理、SPARC TPM管理処
理、および SNMP MIBダウンロード操作。

read-only (o) Read-Only (o)ユーザー役割は、すべてのOracle ILOM構成プロパティーの状態を
表示し、個々のユーザーアカウントに割り当てられたアカウントパスワードと
セッションタイムアウトプロパティーを変更するための読み取り専用権限を付
与します。

service (u) Services (s)ユーザー役割は (有効のとき)、オンサイトサービスが必要な場合に
Oracleサービスエンジニアを支援する読み取りおよび書き込み権限を付与しま
す。

administrator (aucro) これらすべてのユーザー役割の組み合わせ (aucro)は (有効のとき)、Oracle ILOM
で構成をバックアップおよび復元する機能を実行するための読み取りおよび書
き込み権限を付与します。

関連情報
■ 『構成および保守』の「ユーザー資格の管理」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「SNMPを使用した
ユーザーアカウントの管理」

オプションのセットアップタスク
■ 18ページの「管理対象デバイスの識別ラベルを設定する」
■ 19ページの「デフォルトのネットワーク接続設定を変更する」
■ 22ページの「リモートKVMSを使用してソフトウェアをインストールする」

注 –このセクションの手順では、SunサーバーまたはCMMを設定するときに、場
合によって実行する必要があるオプションのセットアップタスクの概要について
説明します。これらのタスクの実行に詳細な説明が必要な場合、「関連情報」セ
クションに記載されているガイドを参照してください。

参考
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▼ 管理対象デバイスの識別ラベルを設定する
始める前に

■ Oracle ILOMで管理対象デバイスのシステム識別ラベルを設定するには、Admin
(a)役割権限が必要です。

Oracle ILOMサーバー SPまたはCMMのCLIまたはWebインタフェースを使用し
て、ホスト名、システム識別子、システム連絡先、およびシステム場所に識別ラベ
ルを割り当てることができます。

■ 識別ラベルを設定する - Webによる手順 1
■ 識別ラベルを設定する - CLIによる手順 2

識別ラベルを設定する - Webによる手順

a. SPまたはCMMのWebインタフェースで、「ILOM Administration」>
「Identification」をクリックします。

「Identification Information」ページが開き、次を指定するためのフィールドが表
示されます:

■ Hostname –管理対象デバイスのホスト名を入力します。ホスト名は最大 60文
字まで含めることができます。英字で始める必要があり、英数字、ハイフ
ン、およびアンダースコア文字のみを含める必要があります。

■ System Identifier –管理対象デバイスのシステム識別子を入力します。システム
識別子には、標準的なキーボードのキーを使用して最大 60文字まで含めるこ
とができます (引用符は除きます)。

■ System Contact –管理対象デバイスのシステム連絡先を入力します。システム連
絡先は、標準的なキーボードのキーを使用したテキスト文字列で構成できます
(引用符は除きます)。

■ System Location –管理対象デバイスのシステム場所を入力します。システム場
所は、標準的なキーボードのキーを使用したテキスト文字列で構成できます
(引用符は除きます)。

■ Physical Presence Check – SPおよびCMMではこのオプションはデフォルトで有効
になっています。このオプションが有効になっている場合は、ILOMパス
ワードを復元したりその他のセキュリティー関連処理を実行したりするに
は、物理システムの「Locator」ボタンを押す必要があります。

b. 「Save」をクリックして設定を有効にします。

1
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CLIによる手順 -識別ラベルを設定する

a. サーバー SPまたはCMMに割り当てられた識別ラベルを表示するには、次のよう
に入力します:

-> show /SP|CMM

b. サーバー SPまたはCMMの識別ラベルを設定するには、次のように入力します:

■ -> set /SP|CMM hostname=text_string

■ -> set /SP|CMM system_identifier=text_string

■ -> set /SP|CMM system_contact=text_string

■ -> set /SP|CMM system_location=text_string

■ -> set /SP|CMM check_physical_presence=true|false

ここでは:

SP|CMMが表示されたら、set /SPまたは set /CMMと入力します

true|falseが表示されたら、有効にするには true、無効にするには falseと入力
します

関連情報
■ 『構成および保守』の「システム識別情報の割り当て」

▼ デフォルトのネットワーク接続設定を変更する
始める前に

■ この手順は、Oracle ILOMサーバー SPまたはCMMへのローカルまたはネット
ワーク管理接続が確立されていることを前提としています。Oracle ILOMへの物
理ローカルまたはネットワーク接続を確立する手順については、12ページ
の「Oracle ILOMに接続する」を参照してください。

■ Oracle ILOMには、IPv4 DHCPおよび IPv6デフォルトステートレスネットワーク
設定が標準装備されています。

IPv4のネットワークプロパティーがDHCPに設定されているときは、SPまたは
CMMはDHCP IPv4サーバーから受信したDHCP通知メッセージを使用して
DHCP IPアドレスを自動的に構成します。

2
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IPv6の自動構成プロパティーが「Stateless」に構成されているときは、SPまたは
CMMは IPv6ルーター通知メッセージを使用して動的アドレスを自動的に構成し
ます。さらに、SPまたはCMMはルーティングできない Link-Local IPv6アドレス
を常に生成します (ローカルサブネットから到達可能になります)。

■ Oracle ILOMでネットワーク設定を変更するには、Admin (a)役割権限が必要で
す。

■ CLIまたはWebインタフェースを使用するか SNMPクライアントを使用すること
で、サーバー SPまたはCMMネットワーク設定をOracle ILOMで変更できま
す。CMMまたは SNMPクライアントからこのタスクを実行する手順について
は、これらの手順のあとの「関連情報」セクションを参照してください。

サーバー SPでデフォルトネットワーク設定を変更するには、次のいずれかを実行し
ます:

■ サーバー SPでデフォルトネットワーク設定を変更する - Webによる手順 1
■ サーバー SPでデフォルトネットワーク設定を変更する - CLIによる手順 2

デフォルトサーバー SPネットワーク設定を変更する - Webによる手順

a. 「ILOM Administration」>「Connectivity」>「Network」をクリックします。

b. デフォルト IPv4ネットワークオプションを変更するには、次のいずれかを実行し
ます:

■ デフォルトの「IPv4 DHCP Client ID」のプロパティー値 (None)を変更するに
は、「DHCP Client ID」リストボックスで「sysid」を選択します。

「sysid」が「DHCP Client ID」として指定されている場合、DHCPクライアン
ト (ILOM SP)は固有のシステム識別ラベル (構成されている場合)を使用して
DHCPアドレスをDHCPサーバーから取得します。「None」が「DHCP Client
ID」として指定されている場合、DHCPクライアント (ILOM SP)はシステム
MACアドレスを使用してDHCPアドレスを取得します。

■ 静的 IPv4アドレスを割り当てるには、「Static IP」ラジオボタンをクリックし
て有効にし、静的 IPv4アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイア
ドレスを指定します。

c. IPv6ネットワークオプションを変更するには、次のいずれかまたは両方を実行し
ます:

■ Autoconfigオプション: IPv6 autoconfigオプションに関連付けられたチェック
ボックスをオンまたはオフにします。

1
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■ Static IP Address:「Static IP Address」テキストボックスに、次の入力パラメータ
を入力して IPv6アドレスとサブネットマスクアドレスを指定します:

<IPv6_address>/<サブネットマスクアドレス長 (ビット単位)>

例: fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

d. 「Save」をクリックして変更を適用します。

デフォルトサーバー SPネットワーク設定を変更する - CLIによる手順

a. デフォルトの IPv4 dhcp_clientid=noneプロパティーを変更して値を sysidに設定
するには、次のように入力します:

->set /SP/network dhcp_clientid=sysid

「sysid」が「DHCP Client ID」として指定されている場合、DHCPクライアント
(ILOM SP)は固有のシステム識別ラベル (構成されている場合)を使用してDHCP
アドレスをDHCPサーバーから取得します。「none」が「DHCP Client ID」とし
て指定されている場合、DHCPクライアント (ILOM SP)はシステムMACアドレス
を使用してDHCPアドレスを取得します。

b. デフォルトの IPv4 dhcpプロパティーを変更して静的 IPv4アドレスのプロパ
ティー値を設定するには、次のように入力します:

-> set /SP/network pendingipdiscovery=static

-> set /SP/network pendingipaddress=<IPv4_address>

-> set /SP/network pendingipgateway=<gateway_address>

-> set /SP/network pendingipnetmask=<netmask_address>

c. デフォルト IPv6 autoconfig=statelessプロパティーを変更するに
は、/network/ipv6ターゲットに移動して次のいずれかまたは両方を実行します:

■ デフォルト autoconfig=statelessプロパティー値を変更するには、次のように
入力します: -> set autoconfig=<property value>

<property value>には、stateless

stateless_only、dhcpv6_stateless、dhcpv6_stateful、または disableのいず
れかにできます。

■ 静的 IPv6アドレスを割り当てるには、次のように入力します: -> set

pendingipdiscovery=<IPv6 address>/<subnet mask length in bits>
例: -> set pendingipdiscovery=fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

2
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d. すべての pending static IPv4または IPv6プロパティーの変更を保存するには、
/networkターゲットに移動して次のように入力します:

-> set commitpending=true

関連情報
■ 44ページの「初期設定の FAQ」
■ 18ページの「管理対象デバイスの識別ラベルを設定する」
■ 『構成および保守』の「デフォルトの接続構成プロパティーの変更」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「Oracle ILOMでの SNMP
設定の構成」

▼ リモートKVMSを使用してソフトウェアをインス
トールする
始める前に

■ Oracle ILOMリモートコンソールは (SP Webインタフェースから利用できま
す)、次のデバイスのリモートリダイレクションを提供します:キーボード、ビデ
オ、マウス、およびストレージ。

Oracle ILOMでストレージデバイスをリダイレクトする代替方法として、Oracle
ILOM Storage Redirection CLIを使用できます。この機能を使用する手順について
は、この手順のあとの「関連情報」セクションを参照してください。

■ Oracle ILOMリモートコンソールを操作するには、Console (c)役割権限が必要で
す。

■ ローカルシステムに Java Runtime Environment (1.5以降)がインストールされてい
る必要があります。

SP WebインタフェースからOracle ILOMリモートコンソールを起動するには:

Oracle ILOMで提供されるデフォルトKVMS設定が使用しているデスクトップ環境と一
致することを確認します:

a. Webインタフェースのナビゲーションペインで、「Remote Control」>
「KVMS」をクリックします。

参考
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b. 「KVMS Settings」ページで、ビデオリダイレクション状態が有効であることが確
認してから、適切なマウスモードオプション (absoluteまたは relative)が有効であ
ることを確認します。

パフォーマンスを最適化するために、Oracle Solarisベースオペレーティングシス
テムには通常は absoluteモードが選択され、Linuxベースオペレーティングシステ
ムには relativeモードが選択されています。

ヒント –管理対象サーバーとローカルデスクトップの間でキーボードまたはマウ
ス入力を切り替えるには、Alt+m (マウスの場合)またはAlt+k (キーボードの場合)
を押します。

Windows Internet Explorer (IE) Webブラウザユーザーの場合は、ローカルシステムで 32
ビット JDKファイルを登録してから、Oracle ILOMリモートコンソールを起動します。

a. Windowsエクスプローラウィンドウで、「ツール」>「フォルダオプション」を
クリックし、「ファイルの種類」タブをクリックします。

b. JNLPファイルを選択し、場所を参照してから、「OK」をクリックします。

Oracle ILOMリモートコンソールを起動するには、「Remote Control」 -->
「Redirection」>「Launch Remote Console」をクリックします。

関連情報
■ 『構成および保守』の「リモートKVMSコンソールを使用したホストサーバーの
リダイレクション」

■ 43ページの「リモートシリアルコンソールからホストOSにログインする」

日常的な管理タスク
■ 24ページの「システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する」
■ 25ページの「障害メッセージを手動でクリアする」
■ 28ページの「イベントを管理しログエントリを監査する」
■ 30ページの「管理対象デバイスの消費電力メトリックを表示する」
■ 32ページの「管理対象デバイスの電力割り当てを表示する」
■ 34ページの「Sun SPARCの電力管理ポリシーを設定する」
■ 35ページの「消費電力の統計と履歴を表示する」

2
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注 –このセクションの手順では、システムを設定したあとにOracle ILOMから実行
することが推奨される日常的な管理タスクの一部について概要を説明します。こ
れらのタスクの実行に詳細な説明が必要な場合、「関連情報」セクションに記載
されているガイドを参照してください。

▼ システムステータスをチェックして未解決の問題
を表示する
システム状態を監視したり未解決の問題を表示したりするために、Oracle ILOM CLI
またはWebインタフェースを使用できます。

■ システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する - Webによる手順 1
■ システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する - CLIによる手順 2

システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する - Webによる手順

a. SPまたはCMMのWebインタフェースからシステムステータスをチェックするに
は、「System Information」>「Summary」をクリックします。

「Status」テーブルに表示されるサブシステムステータスメッセージを確認しま
す。

b. すべての未解決の問題を表示するには、「System Information」>「Open
Problems」をクリックします。

システムに未解決の問題が存在する場合、問題の詳細な説明が「Open
Problems」表に表示されます。

該当する場合は、メッセージ内のURLリンクをクリックすると、問題の詳細とシ
ステム管理者に推奨される訂正処置が表示されます。

注 – Oracle ILOMは、サーバーコンポーネントまたはCMM現場交換可能ユニット
(FRU)の交換または修復が検出されると、「Open Problems」表内のメッセージを
自動的にクリアします。

注 –「Open Problems」表に表示されるCMM顧客交換可能ユニット (CRU)の
メッセージは、訂正保守処置を実行したあとは手動でクリアするようにしてくだ
さい。手順は、この手順のあとの「関連情報」セクションを参照してください。

1
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システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する - CLIによる手順

a. /SPまたは /CMM CLIターゲットからシステムステータスをチェックするには、次
のように入力します:
-> show /System

「Properties」で健全性の詳細を確認します。

b. 報告されたサブシステムの問題の表出力を表示するには、次のように入力します:
-> show /System/Open_Problems

システムに未解決の問題が存在する場合、問題の詳細な説明が「Open Problems」表
出力に表示されます。

該当する場合は、未解決の問題のメッセージに表示されるURLを参照すると、問題
の詳細とシステム管理者に推奨される訂正処置が表示されます。

関連情報
■ 25ページの「障害メッセージを手動でクリアする」
■ 『ユーザーズガイド』の「Oracle ILOM管理対象デバイスのトラブル
シューティング」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「システム電源の監視と管
理 (SNMP)」

■ Sun Bladeモジュラーシステムサービスマニュアルのコンポーネントタイプと
サービス分類

▼ 障害メッセージを手動でクリアする
始める前に

■ 障害が発生している状態とは、Oracle ILOM障害マネージャーによって 1つ以上の
問題が診断されているために、コンポーネントは存在するけれども使用できない
か機能低下していることを示します。システムに対する追加の損害を回避するた
めに、コンポーネントは無効にされています。

■ Oracle ILOM障害マネージャーは、「Open Problems」表内の、交換または修復さ
れた SPARCサーバーコンポーネント、x86サーバーコンポーネント、および
CMM現場交換可能ユニット (FRU)の障害メッセージを自動的にクリアします。

■ Oracle ILOM障害マネージャーは、「Open Problems」表内の、交換または修復さ
れたCMM顧客交換可能ユニット (CRU)の障害メッセージを自動的にクリアしま
せん。

■ この手順を実行するにはAdmin (a)役割権限が必要です。

2

参考
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Oracle ILOM障害管理シェルを起動して「Open Problems」表に表示されている障害
メッセージを手動でクリアするには:

注 –一部の SunサーバーおよびCMMでは、レガシーOracle ILOM 3.0 CLI /SYS
ターゲットを使用して障害メッセージをクリアすることもできます。手順は、この
手順のあとの「関連情報」セクションを参照してください。

Oracleサービスに問い合わせて障害管理シェルを使用する許可を取得します。

Oracle ILOM障害管理シェルはOracleの保守担当者がシステムの問題を診断するのに
役立ちます。Oracleの保守担当者からそのようにリクエストされないかぎり、障害
管理シェルでコマンドを実行しないようにしてください。

SPまたはCMM CLIから障害管理シェルを起動するには、次のいずれかを入力します:

start /SP/faultmgmt/shell

start /CMM/faultmgmt/shell

障害管理シェルコマンドプロンプト (faultmgmtsp>)が表示されます。

注 –障害管理シェルを開始してから障害管理シェルを終了するまでは、障害管理
シェル固有のコマンドのみを実行できます。サポートされている障害管理シェルコ
マンドを表示するには、helpと入力します。

障害管理シェルプロンプトから障害状態を管理するには、次のように入力します:

fmadm <sub-command>

fmadmは、Oracle ILOM障害マネージャーで保守される障害状態を表示したり変更し
たりできる、障害管理構成ツールです。

注 –障害管理構成ツールから障害が発生したコンポーネントのリストを表示するに
は、fmadm faultyと入力します。

障害が発生したサブシステムコンポーネントのメッセージを手動でクリアするに
は、次のいずれかのサブコマンドを発行します:

注 – <FRU|CRU>は障害が発生したコンポーネントの名前に置き換えてくださ
い。<UUID>は割り当てられた汎用一意識別子に置き換えてください。構文例
は、次のサブコマンド表のあとの例を参照してください。

1

2

3

4
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サブコマンド 説明

acquit <FRU|CRU> 障害が発生した特定のコンポーネントを障害と見なさず無
視しても問題がないことをOracle ILOM障害マネージャーに
通知します。fmadm acquitサブコマンドは、書面に記載され
た Sunハードウェア修復手順に指示があった場合にのみ使
用するようにしてください。

acquit <UUID> UUIDで識別される障害イベントを無視しても問題がないこ
とをOracle ILOM障害マネージャーに通知します。fmadm

acquitサブコマンドは、書面に記載された Sunハード
ウェア修復手順に指示があった場合にのみ使用するように
してください。

acquit <UUID> <FRU|CRU> UUIDで識別される障害イベントで、または、UUIDが指定
されない場合は検出されたすべての障害で、指定されたコ
ンポーネントが障害と見なさないことをOracle ILOM障害マ
ネージャーに通知します。fmadm acquitサブコマンドは、書
面に記載された Sunハードウェア修復手順に指示があった
場合にのみ使用するようにしてください。

replaced <FRU|CRU> 指定されたコンポーネントで交換手順が実行されたことを
Oracle ILOM障害マネージャーに通知します。fmadm

replacedサブコマンドは、書面に記載された Sunハード
ウェア修復手順に指示があった場合にのみ使用するように
してください。

repaired <FRU|CRU> 指定されたコンポーネントで修復手順が実行されたことを
Oracle ILOM障害マネージャーに通知します。fmadm

repairedサブコマンドは、書面に記載された Sunハード
ウェア修復手順に指示があった場合にのみ使用するように
してください。

repaired <UUID> 指定されたUUIDに関連付けられた障害で修復手順が実行
されたことをOracle ILOM障害マネージャーに通知しま
す。fmadm repairedサブコマンドは、書面に記載された Sun
ハードウェア修復手順に指示があった場合にのみ使用する
ようにしてください。

サブコマンド構文例:

■ fmadm repaired /SYS/MB/FM0

■ fmadm repaired /SYS/PS1

■ fmadm replaced /SYS/MB/FM0

■ fmadm replaced /SYS/PS1
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注 –訂正保守処置を完了する前に障害のあるコンポーネントのメッセージをクリアし
た場合、Oracle ILOM障害マネージャーは障害を再度診断し、Oracle ILOMの「Open
Problems」表に障害メッセージを再表示します。

障害管理シェルを終了するには、次のように入力します:
exit

注 –標準のOracle ILOM CLIコマンドを実行するには、まず障害管理シェルを終了す
る必要があります。

関連情報
■ 『ユーザーズガイド』の「Oracle ILOM 3.1 CLIのターゲットネームスペース」
■ 24ページの「システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する」
■ Sunサーバーのサービスマニュアルのコンポーネントタイプとサービス分類

▼ イベントを管理しログエントリを監査する
始める前に

■ イベントログは、コンポーネントの追加や取り外し、コンポーネントの障害な
ど、管理対象デバイスについての情報、警告、またはエラーメッセージを追跡し
ます。ログに記録されるイベントのプロパティーには、イベントの重要度、イベ
ントプロバイダ (クラス)、イベントが記録された日付と時間などがあります。

■ 監査ログは、ユーザーログイン、ログアウト、構成変更、パスワード変更な
ど、インタフェース関連のすべてのユーザー操作を追跡します。ユーザー操作を
監視するユーザーインタフェースには、Oracle ILOM Webインタ
フェース、CLI、障害管理シェル (captive shell)、制限付きシェル、SNMPおよび
IPMIクライアントインタフェースが含まれます。

■ Oracle ILOMでログエントリをクリアするには、Admin (a)役割権限が必要です。

注 – Oracle ILOMは、ログエントリのタイムスタンプを取り込む際にUTC/GMTタイ
ムゾーンをデフォルトで使用します。

イベントおよび監査ログエントリを管理するには、次の手順のいずれかを実行しま
す。

■ イベントおよび監査ログエントリを管理する - Webによる手順 1
■ イベントおよび監査ログエントリを管理する - CLIによる手順 2

5

参考

日常的な管理タスク

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 • 2012年 5月28



イベントおよび監査ログエントリを管理する - Webによる手順

a. SPまたはCMMのWebインタフェースでイベントまたは監査ログエントリを表示
するには、「ILOM Administration」>「Logs」をクリックします。
デフォルトでは、イベントログが表示されます。監査ログを表示するに
は、「Audit」タブをクリックします。

b. 表示されるイベントタイプをフィルタリングしたり、行やページの表示プロパ
ティーを制御したりするには、ログ表上部のコントロールを使用します。

c. 表に表示されているすべてのログエントリをクリアするには、「Clear Log」をク
リックします。
確認のダイアログが表示されます。確認ダイアログで「OK」をクリックする
と、エントリがクリアされます。

イベントおよび監査ログエントリを管理する - CLIによる手順

a. SPまたはCMMのCLIからログエントリを一覧表示するには、次のいずれかを実行
します。

■ イベントログの場合は、次のいずれかを入力します:
show /SP/Logs/event/list

show /CMM/Logs/event/list

■ 監査ログの場合は、次のいずれかを入力します:
show /SP/Logs/audit/list

show /CMM/Logs/audit/list

リストをスクロールするには、qキー以外の任意のキーを押します。

b. ログ出力をフィルタリングするには、showコマンドを使用してフィルタプロパ
ティーの 1つ以上の値 (Class、Type、Severity)を指定します。
例:

■ 1つのフィルタプロパティー、たとえば Classを使用します:
show /SP|CMM/logs/event|audit/list Class==value

■ 2つのフィルタプロパティー、たとえば Classと Typeを使用します:
show /SP|CMM/logs/event|audit/list Class==value Type==value

■ すべてのフィルタプロパティー (Class、Type、および Severity)を使用します:
show /SP|CMM/logs/event|audit/list Class==value Type==value Severity==value

1

2
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SP|CMMには、SPまたはCMMと入力します。

c. 表示されているすべてのログエントリをクリアするには、clear=trueコマンドを
使用します。

例:

set /SP|CMM/logs/event|audit clear=true

event|auditには、eventまたは auditのいずれかを入力します。

プロンプトが表示されたら、操作を確定する場合は yと入力し、操作を取り消す
場合は nと入力します。

関連情報
■ 『ユーザーズガイド』の「Oracle ILOMのログエントリの管理」
■ 『構成および保守』の「イベントログ用の Syslogの構成」
■ 『構成および保守』の「SPまたはCMMクロックのプロパティーの設定」
■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「Oracle ILOMイベントロ
グを表示および消去する」

▼ 管理対象デバイスの消費電力メトリックを表示す
る
始める前に

■ 実電力消費メトリックは、管理対象デバイスが現在消費している入力電力ワット
数を示します。ピーク許容電力消費メトリックは、管理対象デバイスが消費でき
る最大電力ワット数を示します。

■ ターゲット制限消費電力メトリック (有効になっている Sun SPARCサーバーでの
み利用可能)は、Sun SPARC管理対象デバイスが消費できる、ユーザー定義の電力
ワット数 (またはパーセンテージ制限)を示します。

■ 管理対象デバイス用の消費電力イベント通知を作成したり、SPARCサーバーでの
電力制限を有効にしたりするには、これらの手順のあとの「関連情報」セク
ションを参照してください。

CLIまたはWebインタフェースから管理対象デバイスの電力ワット数メトリックを
監視するには、次の手順のいずれかを実行します:

■ 消費電力を監視する - Webによる手順 1
■ 消費電力を監視する - CLIによる手順 2

参考

始める前に
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消費電力を監視する - Webによる手順

a. SPまたはCMMのWebインタフェースから消費電力メトリックを表示するに
は、「Power Management」>「Consumption」をクリックします。

管理対象デバイスの消費電力ワット数値が「Actual Power」および「Peak Permitted
Power」プロパティーに表示されます。

管理対象デバイスが Sun SPARCサーバーの場合は、「Target Limit」の消費電力
ワット数またはパーセンテージ値がその他の消費電力メトリックに加えて表示さ
れます (事前に有効にしていた場合)。

b. シャーシ内の各ブレードサーバーの実消費電力ワット数をCMM Webインタ
フェースから表示するには、「Power Consumption」ページの「Actual Power
Details」リンクをクリックします。

注 –消費電力を監視する機能は、この機能の Sunサーバー実装によって異なりま
す。サーバー固有のOracle ILOM電源管理動作のさまざまなトピックについて
は、Sunハードウェア管理ガイドまたはOracle ILOM補足ガイドを参照してくださ
い。

消費電力を監視する - CLIによる手順

a. SPまたはCMMのCLIから消費電力メトリックを表示するには、次のいずれかを実
行します:

■ SP CLIの場合は、次のように入力します: show /SP/powermgmt actual_power

show /SP/powermgmt permitted_power

管理対象デバイスが Sun SPARCサーバーで、電力制限が有効になっている場
合は、次のように入力します:

show /SP/powermgmt target_limit

■ CMM CLIの場合は、次のように入力します: show /CMM/powermgt actual_power

show /CMM/powermgt permitted_power

関連情報
■ 『構成および保守』の「消費電力警告通知の設定」

■ 『構成および保守』の「電力制限を実施するための SP詳細電力上限ポリシーの設
定」

■ 『ユーザーズガイド』の「消費電力の用語とプロパティー」

1
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■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「消費電力インタフェース
の監視 (SNMP)」

▼ 管理対象デバイスの電力割り当てを表示する
始める前に

■ Oracle ILOMの電力割り当てプランは、管理対象デバイスの電力割り当て要件を
表します。たとえば:
■ System Power Specification –「System Power Specification」表は、管理対象デバ
イスで設定されている消費電力プロパティーに割り当てられた電力ワット数を
示します。

■ Per Component Power Map –「Component Power Map table」表は、Sunラック搭
載型サーバーの場合に利用でき、管理対象デバイスの各コンポーネントに割り
当てられた電力ワット数を示します。コンポーネントに設定されている電力上
限、またはコンポーネントに電力上限を設定できるかどうかも示します。

■ Blade Power Map –「Blade Power Map」表は、Sun CMMにのみ利用でき、ブ
レードサーバーに付与されている総ワット数と、ブレードサーバーへの付与要
求のうち満たされていない総ワット数を示します。

■ 管理対象デバイスの電力割り当ては、Webインタフェース、CLI、または SNMP
インタフェースから表示できます。SNMPクライアントからこのタスクを実行す
る手順については、これらの手順のあとの「関連情報」セクションを参照してく
ださい。

WebインタフェースまたはCLIから管理対象デバイスの電力割り当てを監視するに
は、次のいずれかの手順を実行します。

■ 電力割り当てを表示する - Webによる手順 1
■ 電力割り当てを表示する - CLIによる手順 2

電力割り当てを表示する - Webによる手順

a. Oracle ILOM SPのWebインタフェースで、「Power Management」>
「Allocations」をクリックします。

b. 「Power Allocation Plan」ページで、管理対象デバイスに表示される電力割り当て
要件を表示します。

1
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電力割り当てを表示する - CLIによる手順

a. 管理対象デバイスに割り当てられた電力の合計を表示するには、次のいずれかを
実行します:

■ サーバー SPから、次のように入力します:

show /SP/powermgmt/budget

■ CMMから、次のように入力します:

show /CMM/powermgmt grantable_power

-または -

ブレードスロットに割り当てられている電力の合計を表示するには、次のよう
に入力します:

show /CMM/powermgmt allocated_power

b. 管理対象デバイスのコンポーネント (ファン、CPUなど)に割り当てられた電力
ワット数を表示するには、次のいずれかを実行します:

■ サーバー SPから、次のように入力します:

show /SP/powermgmt/powerconf/component_type/component_name

■ CMMから、次のように入力します:

show /CMM/powermgmt/powerconf/component_type/component_name

-または -

すべてのブレードスロットに付与されている電力の合計 (またはすべての自動
送電 I/Oブレードスロットに予約された電力の合計)を表示するには、次のよ
うに入力します:

show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots

-または -

個々のブレードサーバーに付与されている電力の合計を表示するには、次のよ
うに入力します:

show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn

component_typeはコンポーネントカテゴリの名前、component_nameはコンポーネ
ントの名前、nはブレードスロットの番号です。

2
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関連情報
■ 『ユーザーズガイド』の「管理対象デバイスの電力割り当て計画を表示する」
■ 『ユーザーズガイド』の「消費電力の用語とプロパティー」
■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「消費電力インタフェース
の監視 (SNMP)」

▼ Sun SPARCの電力管理ポリシーを設定する
始める前に

■ performance電力ポリシーオプションによって、Sun SPARC管理対象サーバーは許
可されている利用可能なすべての電力を消費し、最大速度で動作できます。

■ elastic電力ポリシーオプションは、Sun SPARC管理対象サーバーの消費電力使用
率を現在の電力使用レベルに合わせて調整します。

たとえば、elastic電力ポリシーオプションが有効になっているときは、Oracle
ILOMはサーバーコンポーネントの速度を調整したり、休眠状態にしたり、休眠
状態を解除したりすることで、相対的な電力使用率を常に (サーバーのワーク
ロードが変動する場合でも) 70パーセントに維持します。

■ Sun SPARC管理対象サーバーの電力ポリシー設定を変更するには、Oracle ILOMの
Administrator (a)役割権限が必要です。

■ Sun SPARC管理対象サーバーの電力ポリシーは、Webインタフェース、CLI、ま
たは SNMPインタフェースから管理できます。SNMPクライアントからこれらの
タスクを実行する手順については、これらの手順のあとの「関連情報」セク
ションを参照してください。

CLIまたはWebインタフェースから Sun SPARC管理対象サーバーの電力ポリシーを
設定するには、次の手順のいずれかを実行します:
■ Sun SPARCの電力ポリシーを設定する - Webによる手順 1
■ Sun SPARCの電力ポリシーを設定する - CLIによる手順 2

Sun SPARCの電力ポリシーを変更する - Webによる手順

a. Sun SPARCサーバー SP Webインタフェースから電力ポリシープロパティーを表示
するには、「Power Management」>「Settings」をクリックします。
「Power Management」ページが表示されます。

b. Sun SPARC管理対象デバイスの電力ポリシーで設定されているプロパティー値を
変更するには、Performance、Elastic、またはDisabledのいずれかのオプションを選
択します。

c. 「Save」をクリックして、「Power Policy」設定を保存します。

参考
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Sun SPARCの電力ポリシーを変更する - CLIによる手順

a. Sun SPARCサーバー SP CLIから電力ポリシープロパティーを表示するには、次のよ
うに入力します:
-> show /SP/powermgmt policy

b. Sun SPARC管理対象サーバーの電力ポリシーに設定されているプロパティー値を
変更するには、次のように入力します:
-> set /SP/powermgmt policy=performance|elastic

performance|elasticの値が表示されたら、performance、elastic、または disabledのい
ずれかを入力します。

プロンプトが表示されたら、操作を確定する場合は yと入力し、操作を取り消す
場合は nと入力します。

関連情報
■ 『構成および保守』の「システム管理ポリシー構成の設定」
■ 『ユーザーズガイド』の「消費電力の用語とプロパティー」
■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「システムの電力ポリ
シーを管理する (SNMP)」

▼ 消費電力の統計と履歴を表示する
始める前に

■ Oracle ILOMの電力統計には、15、30、60秒間隔で管理対象デバイスの直近の電
力使用率が表示されます。管理対象デバイスの電力使用量 (ワット数)のピーク時
の日時も表示されます。

■ Oracle ILOMの電力履歴には、管理対象デバイスの最後の 1時間または 14日間の
最小、平均、および最大電力使用率が表示されます。管理対象デバイスの電力使
用量 (ワット数)のピーク時の日時も表示されます。

■ Oracle ILOMの消費電力統計および履歴データは、サーバー SP Webインタ
フェース、CMM Webインタフェース、およびCMM CLIから表示できます。これ
らはサーバー SP CLIからは表示できません。

WebインタフェースまたはCLIから管理対象デバイスの消費電力統計および履歴を
表示するには、次のいずれかの手順を実行します:

■ 電力統計および履歴を表示する - Webによる手順 1
■ 電力統計および履歴を表示する - CLIによる手順 2

2
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電力統計および履歴を表示する - Webによる手順

a. SPまたはCMM Webインタフェースから消費電力統計を表示するには、「Power
Management」>「Statistics」をクリックします。

管理対象デバイスの電力使用統計が 15、30、60秒間隔で表示されます。

また、CMM電力統計表示の場合のみ、シャーシ電力使用率とブレード
サーバー電力使用率の間で表示を切り替えることができます。

b. SPまたはCMM Webインタフェースから電力履歴を表示するには、「Power
Management」>「History」をクリックします。

管理対象デバイスの最小、平均、および最大電力使用率の電力履歴が表示されま
す。

1時間と 14日間の間で表示を切り替えることができます。

CMM電力履歴表示の場合のみ、シャーシ電力使用率とブレードサーバー電力使
用率の間で表示を切り替えることができます。

電力統計および履歴を表示する - CLIによる手順

a. CMM CLIから電力統計を表示するには、次のいずれかを入力します:

show /CH/VPS/history

show /CH/VPS/history/0/list

b. CMM CLIから電力履歴を表示するには、次のように入力します:

show /CH/VPS/history/1/list

関連情報
■ 『ユーザーズガイド』の「電力使用統計情報の分析」

通常の保守タスク
■ 37ページの「管理対象デバイスのシステム情報を収集する」
■ 37ページの「「Locator」LEDを使用して管理対象デバイスを探す」
■ 39ページの「管理対象デバイスの電源状態を変更する」
■ 40ページの「管理対象デバイスのOracle ILOMをリセットする」
■ 41ページの「管理対象デバイスのファームウェアを更新する」
■ 43ページの「リモートシリアルコンソールからホストOSにログインする」

1
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▼ 管理対象デバイスのシステム情報を収集する
管理対象デバイスのシステム情報 (パーツ番号、シリアル番号、システムステータ
ス、ファームウェアバージョンなど)を収集するために、CLIまたはWebインタ
フェースを使用できます。

■ 管理対象デバイスのシステム情報を収集する - Webによる手順 1
■ 管理対象デバイスのシステム情報を収集する - CLIによる手順 2

システム情報を収集する - Webによる手順

a. SPまたはCMM Webインタフェースで、「System」>「Summary」をクリックしま
す。
「Summary」ページが表示されます。

b. 「General Information」表で、パーツ番号、シリアル番号、およびファームウェア
バージョンのプロパティー値を検索して記録します。

c. 「Status」表の上部で、「Overall Status」に表示されているステータスの状態
と「Total Problem Count」に表示されている値を検索して記録します。

システム情報を収集する - CLIによる手順

■ SPまたはCMM CLIで管理対象デバイスの健全性の状態、健全性の詳細、パーツ番
号、シリアル番号、またはファームウェアバージョンを表示するには、次のよう
に入力します:
show /System

注 –一部の SunサーバーおよびCMMでは、レガシーOracle ILOM 3.0 CLI /SYS
ターゲットを使用して、健全性ステータス、パーツ番号、シリアル番号、および
ファームウェアバージョンを表示することもできます。

関連情報
■ 24ページの「システムステータスをチェックして未解決の問題を表示する」
■ 25ページの「障害メッセージを手動でクリアする」
■ 28ページの「イベントを管理しログエントリを監査する」

▼ 「Locator」LEDを使用して管理対象デバイスを探
す
始める前に

1
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■ Oracle ILOMで「Locator」インジケータ設定を変更するには、User Management (u)
役割権限が必要です。

■ 管理対象デバイスの「Locator」LEDは通常、デバイスのフロントパネルとバック
パネルの両方にあります。

データセンター内の多くのサーバーやCMMから SunサーバーまたはCMMを探すに
は、Oracle ILOM CLIまたはWebインタフェースから管理対象デバイス
の「Locator」LEDを点灯できます。

■ 「Locator」インジケータの状態を変更する - Webによる手順 1
■ 「Locator」インジケータの状態を変更する - CLIによる手順 2

「Locator」インジケータの状態を変更する - Webによる手順

a. SPまたはCMMのWebインタフェースで、「System Information」>「Summary」を
クリックします。

「Summary」ページが表示されます。

b. 管理対象デバイスの「「Locator」」LEDをオンまたはオフにするに
は、「Actions」パネルの「Locator Indicator」ボタンをクリックします。

操作を確定を求めるメッセージが表示されます。

c. 操作を確定するために、進む場合は「Yes」をクリックし、取り消す場合
は「No」をクリックします。

Oracle ILOMが、「Actions」パネルの「Locator Indicator」プロパティーの状態を
更新します。

「Locator」インジケータの状態を変更する - CLIによる手順

■ サーバー SPまたはCMMから「Locator」LEDを点灯させるには、次のように入力し
ます:

-> set /System/LOCATE value=fast_blink

操作を確定する場合は yと入力し、操作を取り消す場合は nと入力します。

■ サーバー SPまたはCMMから「Locator」LEDを無効にするには、次のように入力し
ます:

-> set /System/LOCATE value=off

操作を確定する場合は yと入力し、操作を取り消す場合は nと入力します。
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関連情報
■ 『ユーザーズガイド』の「Oracle ILOM管理対象デバイスのトラブル
シューティング」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「SNMPの概要」

▼ 管理対象デバイスの電源状態を変更する
始める前に

■ 管理対象デバイスの電源状態を変更するには、Admin (a)役割権限が必要です。

サーバー SPまたはCMMの電源状態を変更するには、Oracle ILOM CLIまたはWebイ
ンタフェースを使用できます。

■ 管理対象デバイスの電源状態を変更する - Webによる手順 1。
■ 管理対象デバイスの電源状態を変更する - CLIによる手順 2。

管理対象デバイスの電源状態を変更する - Webによる手順

a. SPまたはCMM Webインタフェースで、「Host Management」 ->「Power
Control」をクリックします。
「Power Control」ページが表示されます。

注: CMMの場合のみ、「Remote Power Control」表に一覧表示されているシャーシ
デバイスの横のラジオボタンをクリックします。

b. 管理対象デバイスの電源状態を設定するには、次のオプションのいずれかを選択
します:

■ Reset –この SP固有オプションは、システムコンポーネント (ディスクドライブ
など)に供給される電力を維持しながら、管理対象サーバーの電源を再投入し
ます。

■ Graceful Reset –この SPARC SP固有オプションは、ホストOSを正常にシャットダ
ウンしてから、管理対象 SPARCサーバーの電源を再投入します。

■ Immediate Power Off –このオプションは管理対象デバイスの電源をただちに切
断します。

■ Graceful Shutdown and Power Off –このオプションは、OSの電源を正常に切断し
てから、管理対象デバイスの電源を切断します。

■ Power On (デフォルト設定) –このオプションは管理対象デバイスの電源を完全
に投入します。

参考
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■ Power Cycle –このオプションは管理対象デバイスの電源を切断してから、管理
対象デバイスの電源を完全に投入します。

管理対象デバイスの電源状態を変更する - CLIによる手順
SPまたはCMM CLIから管理対象デバイスの電源状態を設定するには、次のいずれか
を実行します:

■ Reset –システムコンポーネント (ディスクドライブなど)に供給される電力を維持
しながら、管理対象 x86サーバーまたはブレードシステムシャーシの電源を再投
入するには、次のように入力します:
reset /System

管理対象 SPARCサーバーの電源を再投入するには、次のように入力します:

reset -force /System

■ Graceful Reset (SPARC SPのみ) –ホストオペレーティングシステムの電源を正常に
シャットダウンしてから SPARCサーバーの電源を再投入するには、次のように入
力します:
reset /System

■ Immediate Power Off –管理対象サーバーまたはブレードシステムシャーシの電源を
ただちに切断するには、次のように入力します:
stop -force /System

■ Graceful Shutdown and Power Off – OSを正常にシャットダウンしてから管理対象
サーバーまたはブレードシステムシャーシの電源を切断するには、次のように入
力します:
stop /System

■ Power On (デフォルト設定) –管理対象サーバーまたはブレードシステムシャーシの
電源を完全に投入するには、次のように入力します:
start /System

関連情報
■ 『構成および保守』の「SP電力制限およびCMM電力許可プロパティーの設定」
■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「システム電源の監視と管
理 (SNMP)」

▼ 管理対象デバイスのOracle ILOMをリセットする
始める前に
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■ サーバー SPまたはCMMでOracle ILOMをリセットするには、Reset and Host
Control (r)権限が必要です。

■ 管理対象デバイスのOracle ILOMをリセットしても、オペレーティングシステム
には影響しません。

■ サーバー SPまたはCMMでOracle ILOMをリセットすると、現在のOracle ILOM
セッションが切断され、リセット処理が完了するまで管理接続が管理不可能にな
ります。

CLIまたはWebインタフェースを使用して、SPまたはCMMのOracle ILOMをリ
セットできます。

■ Oracle ILOM SPまたはCMMをリセットする - Webによる手順 1
■ Oracle ILOM SPまたはCMMをリセットする - CLIによる手順 2

Oracle ILOM SPまたはCMMをリセットする - Webによる手順
サーバー SPまたはCMM WebインタフェースからOracle ILOMをリセットするに
は、次のいずれかを実行します:

■ サーバー SPの場合、「System Information」>「Maintenance」>「Reset SP」をク
リックし、「Reset」ボタンをクリックします。

■ CMMの場合、「System Information」>「Maintenance」>「Reset Components」を
クリックし、表から適切なシャーシコンポーネントを選択して「Reset」ボタンを
クリックします。

Oracle ILOM SPまたはCMMをリセットする - CLIによる手順
Oracle ILOMサーバー SP、CMM、またはブレード SPをリセットするには、次のい
ずれかを入力します:

reset /SP

reset /CMM

reset /Servers/Blades/BLn/SP

関連情報
■ 『構成および保守』の「サービスプロセッサまたはシャーシ監視モジュールの電
源のリセット」

▼ 管理対象デバイスのファームウェアを更新する
始める前に
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■ プラットフォームが必要とする場合は、サーバー SPのファームウェアイメージを
更新する前に、ホストオペレーティングシステムをシャットダウンします。

■ Sunサーバー SPまたはCMMのファームウェアを更新するには、Admin (a)役割権
限が必要です。

■ ファームウェア更新処理は、Webインタフェース、CLI、または SNMPクライア
ントから開始できます。

このセクションの手順では、WebインタフェースおよびCLIからファームウェア
更新処理を開始する方法について説明します。SNMPクライアントを使用してこ
のタスクを実行する方法、またはモジュラーシャーシシステムのファームウェア
更新を管理する方法については、これらの手順のあとの「関連情報」セクション
を参照してください。

■ ファームウェア更新処理の完了には、数分かかります。この間、ほかのOracle
ILOMタスクを実行しないでください。ファームウェア更新が完了すると、シス
テムがリブートします。

SPまたはCMMのCLIまたはWebインタフェースからファームウェア更新処理を開
始するには:

サーバー SPまたはCMMにインストールされている現在のファームウェアバージョン
を判定します。

■ Webインタフェースの場合、「System Information」 >「Summary」をクリック
し、「General Information」表の「System Firmware Version」のプロパティー値を
表示します。

■ CLIの場合、コマンドプロンプトで次のように入力します: version

ファームウェアバージョンを特定するために使用される番号付けスキームの詳細
は、7ページの「Oracle ILOM 3.1ファームウェアのバージョン番号方式」を参照して
ください。

新しいWebブラウザタブまたはウィンドウを開き、次のサイトに移動してOracle
ILOMファームウェアイメージをダウンロードします。
http://support.oracle.com/

「My Oracle Support」Webサイトからソフトウェアの更新をダウンロードする方法の
詳細は、6ページの「製品のダウンロード」を参照してください。

注 –管理対象デバイスのシステムファームウェアイメージを以前のファームウェアリ
リースに更新することは推奨されません。ただし、以前のファームウェアリリース
が必要な場合、Oracle ILOMはダウンロードサイトから入手できる以前のファーム
ウェアリリースへのファームウェア更新処理をサポートします。

TFTP、FTP、HTTP、HTTPSプロトコルのいずれかをサポートするサーバーにファーム
ウェアイメージを配置します。
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■ Webインタフェースでファームウェアを更新する場合は、Oracle ILOM Webブラ
ウザが動作しているシステムにイメージをコピーします。

■ CLIでファームウェアを更新する場合は、ネットワークからアクセスできる
サーバーにイメージをコピーします。

SPまたはCMM WebインタフェースからOracle ILOMファームウェアイメージを更新す
るには、「ILOM Administration」>「Maintenance」>「Firmware Upgrade」をクリック
し、「Enter Upgrade Mode」をクリックします。
ファームウェア更新ダイアログの使用の詳細な手順については、『Oracle ILOM 3.1
構成および保守』を参照してください。

Oracle ILOMサーバー SPまたはCMM CLIからOracle ILOMファームウェアイメージを更
新するには、次のように入力します:
-> load -source supported_protocol://server_ip/path_to_firmware_image/ filename.xxx

CLIファームウェア更新プロンプトの使用の詳細な手順については、『Oracle ILOM
3.1構成および保守』を参照してください。

システムのリブート後に、適切なファームウェアバージョンがインストールされた
ことを確認してください。

関連情報
■ 『構成および保守』の「サーバー SPまたはCMMのファームウェアイメージを更
新する」

■ 『構成および保守』の「ブレードシャーシコンポーネントのファームウェアイ
メージを更新する」

■ 『SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理』の「Oracle ILOMファーム
ウェア更新の管理 (SNMP)」

▼ リモートシリアルコンソールからホストOSにロ
グインする
始める前に

■ Oracle ILOM CLIからリモートシリアルコンソールを起動するには、console (c)権
限が必要です。さらに、ホストサーバーのオペレーティングシステムにアクセス
するにはユーザー資格も必要です。

■ ホストサーバーの電源状態は電源が入っている必要があります。

Oracle ILOM SP CLIからホストサーバーのオペレーティングシステム (OS)にログイン
するには:

4
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次を入力します:

start /host/console

ユーザー資格を指定するように促すメッセージが表示されます。

ホストサーバーOSへのアクセスに必要なユーザー資格を入力します。

これで、リモートシリアルコンソールを介してホストサーバーOSにログインしまし
た。

注 –標準のOracle ILOM CLIコマンドを実行するには、まずリモートシリアルコン
ソールを終了する必要があります。

リモートシリアルコンソールを終了するには、ESCキーと (キーを押します。

関連情報
■ 22ページの「リモートKVMSを使用してソフトウェアをインストールする」
■ 39ページの「管理対象デバイスの電源状態を変更する」
■ 『構成および保守』の「リモートKVMSコンソールを使用したホストサーバーの
リダイレクション」

初期設定の FAQ
質問: Oracle ILOMサービスプロセッサ (SP)は自動的にブートしますか。
回答: Oracle ILOMサービスプロセッサは、電源ケーブルが SunサーバーまたはCMM
に接続されたときに自動的にブートします。電源ケーブルをシステムシャーシまた
はラックマウントサーバーに接続する方法の詳細は、ラックマウントサーバーまた
はシステムシャーシに付属しているハードウェア設置ドキュメントを参照してくだ
さい。

質問:シリアルコンソールまたは端末を管理対象デバイスに接続するためのドキュメ
ントはどこにありますか。

回答: Oracle SunサーバーまたはCMMハードウェア設置ガイドを参照してください。

質問: Oracle ILOMに rootアカウントはありますか。
回答: Oracle ILOMは、事前構成済み rootアカウント付きで工場から出荷されま
す。最初のログインおよびユーザーアカウントの最初のセットアップには、事前構
成済み rootアカウントを使用することをお勧めします。

1

2

3
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管理対象デバイスへの承認されていないアクセスを防止するために、各サービスプ
ロセッサ (SP)またはシャーシ監視モジュール (CMM)で事前構成済み rootアカウント
(ログイン: rootパスワード: changeme)を変更することをお勧めします。

質問: Oracle ILOMで受け入れられる IPv4および IPv6ネットワークアドレスはどのよ
うな形式ですか。

回答: Oracle ILOMがデュアルスタックネットワーク環境で動作している場合は、IPv4
または IPv6アドレス形式を使用して IPアドレスを入力できます。
例:
■ IPv4形式: 10.8.183.106
■ IPv6形式: fec0:a:8:b7:214:4fff:5eca:5f7e/64

質問: Oracle ILOMに出荷時のデフォルト設定はありますか。
回答:ほとんどのOracle ILOMシステム管理機能に出荷時のデフォルト設定がありま
す。これらのデフォルト設定を使用するか、要件に合わせてカスタマイズできま
す。Oracle ILOM 3.1に設定されている出荷時のデフォルト設定のリストについて
は、10ページの「出荷時のデフォルト設定」を参照してください。

質問:どのOracle ILOMユーザーインタフェースを使用したらよいですか。
回答:ほとんどすべてのOracle ILOM機能は、Webインタフェースとコマンド行イン
タフェース (CLI)の両方から使用できます。Oracle ILOM機能の一部は、SNMPイン
タフェース、IPMIインタフェース、およびCIM WS-Managementインタフェースか
らも使用できます。SNMP、IPMI、およびCIM WS-Managementからサポートされる
Oracle ILOM機能の詳細は、『Oracle ILOM 3.1プロトコル管理リファレンス』を参照
してください。

質問: Oracle ILOMに対するネットワーク管理接続を確立できません
回答: Oracle ILOMに対する接続に問題が発生している場合、接続の問題を解決するに
は、次の推奨される解決案を参照してください:
■ 使用しているネットワークと SunサーバーまたはCMM NET上のMGTポートと
の間に、物理的なイーサネット接続が確立していることを確認します。

■ Oracle ILOMに対するローカル (ネットワークを介さない)接続で、デュアルス
タックネットワーク環境について、IPv4の状態が有効か、IPv4および IPv6の両方
の状態が有効かを確認します。

■ Pingのようなコマンド行ネットワークツールを使用して、ネットワークへの接続
を確認します。

■ IPv6管理接続の場合、URL内の IPv6アドレスが角括弧で囲まれていることを確認
します。

例:
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■ WebインタフェースのURL形式:
https://[fe80::221:28ff:fe77:1402]

■ CLIダウンロードファイルのURL形式:
-> load -source tftp://[fec0:a:8:b7:214:rfff:fe01:851d]desktop.pkg

質問: rootアカウントを誤って事前に削除した場合、どのようにして再作成できます
か。

回答: Oracle ILOMの「Preboot」メニューを使用して、x86 Sunサーバーで用意されて
いるOracle ILOM rootアカウントを回復できます。手順については、ILOM 3.1を使用
するサーバー向けの x86診断ガイドを参照してください。
SPまたはCMMを出荷時デフォルトにリセットすることで、サーバー SPまたは
CMMのOracle ILOM rootアカウントを回復することもできます。Webインタ
フェースで、「ILOM Administration」 >「Configuration Management」 >「Reset
Defaults」をクリックします。デフォルトを出荷時にリセットすると、すべてのログ
ファイルが削除され、すべての構成プロパティーがデフォルト値に戻ります。

Oracle ILOMで用意されている rootアカウントの回復についての詳細は、Oracleの保
守担当者に問い合わせてください。

質問: Oracle ILOM 3.1にはどのような最新機能がありますか。
回答:『Oracle ILOM 3.1機能更新およびリリースノート』には、各Oracle ILOM 3.1
ファームウェアのポイントリリースについて新しい機能が説明されています。
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